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îf
c
M
^
: 

漱
ド
1
-鞭
_

.

.六

尊
ふ
.他
 

0
說へ
^

ょ
：
^
,で
推
姐
せ
：

6
^
'
^

 ̂
.
 

•
 ■ 

 ̂

.
'

•
/ 

•

,

—

ン
此
Il
f

#

迄
.
の
.
.
.マ
サ
.チ
U

チ

ー

，セ
，ジ.
ッ

州
k

於

け
|

霜

.陴

麴
«

_

觀

0
,
歷
#

は
へ
一
般
：：輿

：論

を‘ 

雜
成
ば
關
ず
る
：事
項

#

あ
，
^.

气

.多
く
 ：

の
報
#

#

が

ほ

れ

、賛
成
：諭

％

:
少
：

く莩技：

'
;併
. 

し「

乍
，&
:
立
.
.法
，で
« :
4

賛
#

論
.が
勝
.
を

占

(f
's'
u
至

ば

.

.倚
ほ

'次
.
.の
十
布
；を
待
た
ね
ぼ
な
ら 

な「

.が
つ
、た

.
の
：_
_で
あ

.$'
。̂

0
>
0
:
1
3
0
&
, 

H
i
s
t
o
r
x

 

o
f

 L
a
b
d
u
r

 

i
n

 

■

 Un
i
t
e
d

 

S
t
a
t
e
s
,

 

p
p
.
.
5
:3
6
-
5
4
0

 

. Birrt 
軍
 

H
i

l
#

 

6
f .t

ぼ 

A
3
e
r
i
c
a
n
v
:
w
o
r
k
i
.
n
g

 

Class:, 

P
p
.
,
‘3
5
-
1
0
6
; 

o

l

o

n

,
 

O
r
g
a
n
k
e
d

 

L
a

b
i

 

i
n

 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

H
H
l
v
t
Q
t
y
y

 p
p
、

i
x
6
-
T2
0

 ; 

"
J
a
B-
.
e
s 

a
n
d

>

3
8
Q,
择 
o

g

'

N
ば 
0 

L
a
b
o
u
Y
M
M
G

 
务 s

e
n
t
,

 

t
h
e

 

p
r
o
b
l
e
m

 

o
f To

-
D
f

 

”

P
R

”

o :,

s
-
-
1
6

p .-)

ニ」

產
.業
議
會

「

余
|1
|

改
韋
協

•
#lr
,
.

(

N
E;
{
o
&
1
1
R
e
f
b
:
m 

A
ssod

a
t
i
b
l

vs-

は
#
戽
^

^-
全「

_
%
:
:でン
^

5:
こ
過
ぎ
：

®

c;
、 

エ

、ノ 

.シ.

ス
M

CA
:
•ド
..

|

.
統
■.力「

• 

一
•ィ
.\ 

.ク：
ラ
.
シ

卜

勞

#
.者
'.協

#

-Nevz. E
n

crqlaad.. w
o
r
k
i
n
g
:
'
M
e
n
f

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

0

.

?间

i

 

k出

席
じ
た
の
は
斯
の
：如

李

組

軸

，の
.必
要
か
：ら
で
あ
つ
た
。
併 

し
，彼

’等
.ぼ
此
時

k

成
功

.し
な

.か
つ
た

.が
、锻

k

.

4八
，四
五

^

ょ
ク
十
八
五
南

#

k
至
る

^!
, _
靖
 

#

^

1

1

^

,

0

0

1

^

,
 

 ̂

 ̂

の
で

あ

る

。

之
.は

r

全
_

勞
働
組
：

Labolir 

UH.
§)

i

!
!
!
I

I
1\
|

I

!

!
!
I
i

「

勞
働
騎
士
刚

」
(K

n
ig

h
t
s

-o
f L

a
b

o
u

r
)

及

び

後

代

の

「

ア，メ
リ
力

.
勞
働

1聯
'

®「

一べA
-m

e
ric

a
n

 

F
e

d

rt'.ra
tio

n
f-

a
f 

L
a

b
o

u
r

)

:c
一
 

對

を

な

パ

し

た

。
 

，

,k

八
四
-at
^

全
國
改
葙
協
會

^

全
國
の
同
志
ほ
檄
を
飛
し

^

五
‘月
ユ
-
ュ
i

 

I
ク“
.霧
 

へ
番
開

..催
.；

す
る

乙

Sを
.：

企
て
た

,0
而
し
て

•此
#

議
代
は
土

'地
’
.均
分

主
：：

義
：者
る

.U

て
.は
エ
，ザ

^

‘ズ、

、マ、.
.，ス''ク
.

ヱ
リ
ヤ
I
.

#

J
:

ベ
ィ
が
あ
ク
ア

ソ

シ：
そ
'

I 

.
シ
.

ョ' 
ン
主
.義
.
#
.
.
.̂

し
て
_■は
ゾ
' 
ッ
'，ク

+■マ.

'̂

い
、、コ
ー
ッ 

■
-
l
^l
、
ウ
ィ
；'.

X

 

フ

リ

ス
ベ
，
n
 

ゾ.
'
.チ' 

.ャ'

.ン

.
二，
' 
ン
' 

ク
，
.

A
v 

.

ロ
ン
々
，丨
.
ト
•
オ
. 

エ-
.ン

同

：
At
.
コ
ノ
 

n
y 
ン
，
ス' ,fy

.
:
‘共故
出
：席

^

た
？
へ
‘而
.し
て
集
會
は

H

日
間
繼
續
し
、#
員
を
擧
げ

て

產
續

_

會
の

.

.闕
«
输
属
び 

.
C
M催
：時

■
'

を
.決
第
し
：
.た
の
で
あ

'る
0

-

ン
.
：
，

' 

、
. J

 

ン 

"

:

_業

_

龠
'の
1.第 

一i

ば
一
八
ン
㈣

荠

年

ナ

ゼ

ニ
.
. 

r

•
ヨ
ーI

ダ
は
瞎
催

*

ら
.れ
、
ア」

.ソ
シ
：
今
！
.シ
.ョ 

福

'寂

^
土
地
；改
苹
以
外

k
諸
勢
力
の
圈
結
は
ょ

'
f

の
：み

成

»

せ
ら
れ
一
る
”
多

種

多
#

^
.
弥
華 

、が

^
务
：€

lr
ふ
要
求
を
以
て

.委
員
會
が
設
置
せ
ら

_れ
.な
。.

'而
.し
：.て
：®

等
.ぱ
霄
時

g

總

$
續

改 

*

を
’代
.表
す
.客
犬
：
#
た
.
..
.

&
し
め
、農
•業
者
ボ
業
者
及
び
：他
の
、有
用〗

贫
る
'階

&
:を
：招
待
す
べ
，.き
£
 

士
 
■
を

勸

货

し

た 

o

.

'..
.

■
,
: 

, 

.
:
.
.
.
:
'
r 

- 

. 

.

'

.

:■

然

• »

筆
會
赶
改

f

者
の
議
會

芩
«

さ

んー
ノ
レ
'
し
.，てへ參；
_

菊
4

考
の
.

®

想
.は

：：

離
め

.
て
鋳
*

:

,
:哺
一
：

一 :
±

:
s

 

c

i

m'^
l
:
l
v

.
:
 ̂

0

r

0

'-I



银
ー1十

！ .

一

修

(

f

s
s.
-
'

笫
十
.九
把
紀
屮
齡
に
於
け
シ
ァ
ル.リ
ヵ
务
働
階
貌
敗
聊̂

:

.

:.
笟
十
.
s

 

.
a
l

し
ヤ
居
，た
。
：
.
,

土
地
均
分

.主
義
者
、ば

.此
議

*

を
：通
：E

て
自
家
の
改
軍
：案

.：を；他
の
改
革
者

^
.承

©
 

せ
し
め
ん
：ゼ
す
る
計

*

が
あ
◊
、ブ
リ
ス
べ
ー
シ
ば
之
が
總
ゼ
の
異
罌
同
を
ー
幽
和
サ

 

乙

S 

%

儅

4
タ

ッ
ク
マ

父

は
大
陸
の
議
脅
が
猶
民
地
；

^
,於
で
；
^

爲
.し
#
る 

'^
命
的
議

#

た
る
こ

^
Jfc
夢
め
、
.グ
リ
丨
リ

I

味
傭
，主

i
.勞
働
者
同
數
の
晴
會
矽
し

て

任
®
.
® 

協
：定

k 

i 

4
、紕
合
內
、の
總
て
：の
者

{C
對
す
る
：

勞
働
條
件
の

.統
，一

t

な
し
、從

♦
 h

十
時

間
：.

勞
：
« 

法W

施
行
味
何
人
は

濟

損
：書

を

及

ぼ
さ
.ず
、總
て
の
考

k

多
犬
の
利
益
を
：與

.ふ
る
の
で
あ

4

ミ 

籍
锋
た

.
‘
‘
彼
の

‘意
.見
：化
ょ
れ
ば
、聯

邦

政

府

は

國

两

產

業

‘ド
對

'し
七
支
ぃ
配

.：權
を
有
し

<]
:

い
か
ら
、
 

產
業
議
龠
は
破
壊
：的
國
內
競

#

を
規
律
す
奋
爲
は

.必
要
で
あ

‘̂'
。
合
れ
へ
味
恰
名
聯
邦
議
會
が

_ 

保
議
關
税
の
手
段

^

ょ

^

外
阔
競
爭
を
规
律
す
る
、，

u

同
じ
で
あ
つ
た
。
而
し
て
グ

ジ

ー

J
I 

は
«

主
が
喜
ん
で
關

.税
の
利
益
を
勞
働
考
に
讓
步

「

す

る
乙 

>そ、
V
J
.
«じ

.た
。
.一
然
る

k
"
#

#

_

^' 

俯

1*
位
出
席
し
な
か
つ
た
か

-ら
、彼
は
此
議

#

淡

Mi
で
の
利
益

.を
'代

*
,ず
る

「

眞
の

0

業
_

會
は 

非
ず

A

て「

寒
ら
使
用
者
喈

'級
卯
ち
他
人
の
爲

.
k
:勞
働
す
る
者
の
み

」

を
代
表
し
又
は
之
代
同
情 

す
る
處
の

「

單
な
る
大
會
な
過
ぎ
な
い

.VJ

悲
し
ん
だ
。
を
れ

R

も
拘
：ら
ず

「

爲

3
る
：ベ
さ
事
業
は 

¥
、必
重
大
な
る
'が
、故

^
、總
，
て

の

人

R

_

_
せ
ら
る
.る
：
よ
&
,*■
■:何
人
.

(̂C
.よ
i

て
開
ゝ
始
.せ

ら

る

み
を
菩
人
は
寧
ろ
可
ど
ず
る
事
費

^

慰
安
を
得

/e
の
で

fc
>̂
:
o

(

n
c
>
m
3'
'
Q
n
s
,
o-
o
c
uB'
e
n
t
a
r
y

K
i
s
t
o
r
y
.
,

 

VIII. 

pp. 

2
3

-
2

S

.

•;
v
會
々
十
年
の
間
隔
を

si
て
W

び
ア
メ
ブ
カ

^

來
つ
た

P;
.;パ

；し
'川
射
.
1-
^

ゾ
は

®

業
議
#
に 

先
立
つ

,こ
d 

ニ
週
間
、十
月

一

日
ニ
ユ
ー

♦
ョ
ー
ク

it「

世
界
大
食

」
(

^

w
ô
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た
の

.
は

疑

yx
y'
0 

•
じ
.本
來

@

^
分

^
«:
者
の

$

&
?:
:

ll
l
a
.し
た

も

の
ぜ 

は
'

^

S.C
パ,2s 
然
.權
.說
を

r
:

1̂T
る
.
.は
.
 ̂

3 I

，，ダ
ふ
：
^
フ

!

i 
パ
ゾ
.
.ズ
.

(George...., H
e
n
r
y

 

E
v
a
a
s
)

以
.'.

後n,i

十
五
年
、他
の
：均
分
主
義
者
へ
：ゾ
リ
!
ジョ

.)

ジ

H
e
n
r
y

 

G

i

Q

'

R
殘
さ
れ
だ

(
T

 

f

 

I 

• 

ジ
ョ

—

.
デ
.
の
.

「

進
が
ど
贫
闽

」

ー

(

？
3

$

!
§

チ
？

<
沒
7〕

は
一
.

八
八
〇
尔
出
：版
せ
ら
れ
た
こ
常
#
の
取 

税
及
び
勞
働
避
動

^
就
て
は
、他
日
論
述
す
る
機

-#
、が
あ

.る
で
あ
ら
ぅ

〕
(
c
o
m
m
o
n
s
.
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p.B
i
s
t
e
r
^
a
n
d

 

Problbms 

o
f
o
r
s
n
t
z
e
d

^
&
。をい
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4
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〇；

Carlton, 

Organized 

L
a
b
o
u
r
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American: Histoiy, 
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98-§
\
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<

.

三
協
同
組
合
運
動

' 

V 

.

:■.

:

M
. J

八
四
三

—

一
八
四
六
年
の
物
價
爐

.

#は
-:
:
'ー
，#

_
七
：：：年

に
_

れ
，
ー
八
#

翁

年

に

至
♦
'迄
：
 

驗
®

は

〒

落

を
*.
け
た
の
で
あ
つ
把
。
然

.る
；̂

當
時
は
ョ
ィ
ち

.一
パ」

諸
國
：
R
:紙
.
：
 ̂

4

#
命
'運
.
 

動
が
視
聽
を
集
め
、

^

メ

リ
.
力
合
衆

fi
l

の
諸

#

市

^

開
催
せ
ら
れ
化
る

.勞
働
者
の
集

I

ば
フ
一
ろ 

ン
.ス
及

%

ド
ィ
ッ
勞
做
者
が
臏
利

'を
占
め
た
る

f

c

M賀
し
パ
ィ
ル
ラ

^

ド
の
提
案
が
破
ル

^:
,
 

a.
k

同
情
を
表
し
、之
ぐ

」

殆
ん

\

レ
同
時
頃
，
ン
ト
ル
ィ
ス
比
於
て

^'
ョ
f

坪
ッ

->
:
(̂
於

^:
る
* 

和
.運
：動

^

»
す
す
る
冏
市
の
同
.情
を
表
す
る

.

爲
k

各
派

1

階「

級
.を

集

め
'
 

昨

る
场
：衆
；大

#•
が
作
：
は 

れ
、
7.
ィ
ラ
デ
ル

フ

チ
ア
.
ド

於
で

.
は

パ
リ

ー

の
エ
'

#

丨̂

:^
才
衽

(

句
.
' 

B

v

^
o-
n

s
へ
JT
迎
へ
て
演 

®
^
J 

■ぎ
.
、
I
I 

A
,

四
八
報

フ.

ィ
ラ
デ

,

フ
ィ
:
ァ

は

開
催

^
,ら
'

れ
，
た

もr

篇

_

«

:«;
•
#

」

に
.於
て

も

.
#;
:
ニ
十
二
卷

(

一
五i

ハ九〕

销
十
九
世
紀

-'
|
»槳
杧
於
时
る
ア
メ
リ
カ
勞

_

階
.紙
運
：動
與
 

.

浪
十
一
：
號

 

七
^

' f l H



膝il

十T.  
一
 f

 

C
1

M

七
〇」

篏
ヤ
九
卅
紙
中
蕖
に
於
げ
シ
ァ
メ
>;
'

ヵ
勢
«
液
級
巡
儆
史
 

笊十一號«七ん

革
命
手
段
：

^

就

て
評
論
を
な
ず
爲
：

M f

部
の
時
間

?:
'
割

S

た

.の
で

‘あ
；0.

た
。
.

是
'等
の
集
，
の

_

要
な
る

sf
m

は
總
て
の
勞
働
者
の

.

.利

0
0
係
を

.有
す
る
一
般
の
間

r

題
：を 

討
議
す
る
機
會
を
得
た

乙

•こ
で
あ
る
？

常
；時

k

於
て
は
ス
ト
ラ
イ
キ
も
勞
働
糾
合
も
エ
場
を 

■ft
i

位

w

し
て

©

.
な
の
.
で
あ

.
る
.が
、避

.等
の
集

#

R

ょ
っ
て
同

.
一：
エ
場
又
は
同

.
、一
職
幾

^

於
て
接

. 

す
る
.
ょ

^
 t

p

多
く
の

■意

見

を
知
る

乙

ミ

が
：出
來

‘
廣
汎
な

_る
報

.圆
k

於
け
る
階
級
意

_

(^
«

_
 

4
、

利
#

典
通
の
感

.，情
を

#

る
R

至
っ
.
た
の
.
で

0
る>

•

而
し
て
ー
人

‘
_

^
義
.
.考
が
勞
働
：
.階「

級
.
.■に
：協 

同
，
. «

合
.迦

.
»
.を
.
'宣
.
'傅

じ

e

乙

均
は
，
旣

纖

：ベ

«

處
，で
あ

，る

が
ン
拙
«「

ァ
メ
リ
ヵ
勞
働
運
動

.史

代
 

於
け
る
ヒ
、

I

マ
二 

k

>

ァ
二
，
'ズ
ム

」 (「

三
：由
學
會

.
雜
.誌」

節

-
十
二
卷
飨
九

«

所
栽

)

を
參
照
.ぜ 

ら
れ
ん
こ

w

を
望
む

)

、之
は

,

八

21
:

1
ー'
雜
の
景
氣
恢
復

k

至
る
迄
の
四
、五

/-
キ
間

R

影
響
を
殘
ヘ
？ 

^.
で
は
な
か
っ
た

。

:

■
,

' j

八
四
：七
年
秋
シ
シ
シ
ナ
テ
ィ
の
鑄

.鐵
エ
が
ス
ト
ラ
イ
キ

(C
失
敗
し
た
る
-時

少

*

の
：者
は 

其
.全
資
力
を
投
じ
て

「

鐵
鑛

X'.
合

同P
-

場」

'

(
J
o
g
-
n
e
y
m
e
n

 
M
o
u
a
e
r
s
-

 

U
n
i
o
n

 

F§
n jry)、V

J

卿

す

る

| 

稲

の

共
同
州
資
脅

*:

,を
；a

織
し
た

0

組

合
«

,の
：出
資
：一一
、千

;w
.ド

^ば
：：

W

ゾ
.シ
ナ
テ
ィ
を
下
る 

八
，
マ
イ\

の
地
#;
^

土

地

を

購

入

す

る

ic
'十
分
で
あ

6
、二
人
の
慈

.善
家
が
ェ

•

を
®
築
し
て

吳
れ
た
。
作
業
は

I.

八
四
八
，
.免
八
月

k

晴
始
せ

.ら

.れ
；：
お

パ

四

，十

七

：：
名

あ

組

.合「

員

：
体

唯

日：々：

の
： 

必
耍
を
滿
す
だ
け

の
も

の

を
勞
働

の

賣
上
金
ょ
々

&

|^
し
殘

8

を
資
本
金
：匕
し

て

f

•
'
立
：
て
' 1,. 

八
五
へ

0
年
.
1月

^「

五
義
六

.西
九
十
ニ
ド
ゲ
を
擧
げ

♦

乙

 ̂

.
が
出
來

^
。

ビ

.ッ
ツ
バ
)
グ
の
鑄 

鐵
工
が
生
產
の

0:
的

^
組
.合
を
組
：織
し
や
'ぅ

V

し

た
.時

^
.は
へ
株
券
^
.廣
く
販
：寶
し
た

.。
併

'
.し：
 

多
ん
：の
場
合

^

於
て

は
他
：の
職
.業
に
從
事
す

る
-
勞
働
者

.の
离
與
金
，

i

貨
，付

.it
俟
' CV, Q
で
ぁ 

る
,

例
へ

ば
一

八
鸥
九
年
九
月
ボ
ス
ト
ン
の

裁
縫

:]
!

:
^

ス
ト
ラ
ィ
キ

.
に
破

.れ

た

る
!!
#

、
«

表

者
 

t
l
. 一：
,
！
ョ
ー
ク
は
派
遺
：し
て
援
助
を
求
め
、ギ

\
ス
ト
ン

^

於

て

は

；
難

次

藥
#

耷
開
催

)

 

同
'店
鋪
支
持

.

.の
爲

^

_
金
を

«

集
'
:し
た
。

.
翌
無

-

ラ
I
•
.ョ

：

丨

.^
吻
裁
縫
土
が
同
檄
の

ii
l

«

R( 

遭
遇
し
た
る
時
、同
じ
：く
各
方
而
の
勞
傭
者
に

»

し
て
，協
同
組
合
事
業
を
拨
助
せ
ん

乙

S
を
求 

め
、他

'の
場
'合

^

ゥ

ィK
'

へ
：V

A

•ソ
ィ
ト
リ

X
'

ダ

(
W
i
l
l
i

 

W

I

ぬ)

.
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ニ
 

f

ふ

ー

ク
產
業 
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N
e
w

 

Y
o
r
k

 

J
n
d
u
s
t
r
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 al 
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o
n
g
r
e
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5
R

剩

：し
て

「

合
同
被

' 服
.

H

.場J
(

-̂S
S
R
i
a
t
i
s

 

C
l
o
t
h
i
n
g
w
s
t
a
b
l
i
s
h

 
丨 

n
s
}
:

設
立
の
：援
助
を
求
め
た
ミ
す
が
あ
る
。
協
同
組
合
事
業
に

»
:し
外
部
の
援
助
を
仰

c

Z 

V』

は
ま

R
女
エ
の
場
合
ド
最
も
多
く
行
は
れ
た
方
法
で
あ
つ
た
。

.
ド
ィ
ツ
人
.の
間
に
ー
在

ク

て

は生
：：

產
協
一
'
同
組
合

R

對
す
る
態
度
は
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
危
急

^
, J

第
二
十
二
卷(一

五
七D

第
十
九
世
紀
中

_

£

於
.け
る
ア
メ
リ
ヵ
勞
锄
階
級
迦
勋
史
 

筇
十
一
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第|

淼
紐
*|
*

觀
竟

'
け
る
ア
メ
リ
カ
ー
勞
働
爾
級
連
_
斑

 

I
'

ー
號.

A.
Q,

る
：：

ょ
6

名

：

一

般_

主
：義「

0

甚
5
:

尤

ゐ
/2

。
-'
'

_
 

ロ.:

ッ
.パ

ド
於
け

る
革
命
を
知

「

ろ

共

產

主

笼

敁
 

想

に
：
浸

调
せ

，

备

移M

が
7"

メ
，
ジ
：
力人
及
び

ィ

ギ

リス
人

.
-

6  

6

も

感

化
3

れ
易
い
の
は
常
然
で 

あ

る
；。
こ
加
之
、
K

ィ
ッ
人
は
ィ
ギ

y

ス
人
及
び
ア
ネ
ル
ラ
ゾ
ド
人

^

比
較
す
れ
ば
剑
盘
に
赏

み
、
 

幕

4

で，將
來

•.の
.爲
k
.
‘
ii
l
:在
を
犠
牲
化
し
、遠
太
な
る
計

.齋
’を
樹
，て
、同

僚

ド

信賴
す
る

念.
を
有
し 

て
®

る

：
一
八

五
0
 

4
1

/̂「

勞

-
働

者,{
1
ハ
取
國」

(R
e

p
&

国

d
e

r  

A
rb

d
te

l-
)

の
Ĵ
刊

ビ

共
^

ド
イ

ツ 

人

の
間

k
於
け
る

勞

働

述

動は

一

時%
ィ

ト

y

ン

ダ

の

：
計®V」

一
致
す

る
ヾ

」

乙

ろ
が
極
•めて 

多
I力
つ

^

.. 

„

ブ

ィ

ー

ソ

ン

ク
1

派
の
印
心
は
中
央

'
|1
:
會
改

^

協
會

(

0

8
け1
^
5
8
£
^
^
0
1
*
1
1
1 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

で
、其

集

龠

1C
於

て
ヮ

.

ィ

ト

リ
シ
グ
の
計
書
を
討
議
し
、間
も
無
ぐ
實
縣

t

開
始
し 

/2
o

而
し
て
其
第
一
着
手
は

.
ニ
チ
ー

•
ョ
I

タ
の
麗
築
エ
の
協
冏
組
合
で
ぁ
っ
た
。

‘
此
a

♦
ばへ
 

各
組
合
員

R

就
業

‘の
安

M

ど
勞
働

k

對
す
る
全

—

物
の

.確
保
於

s
i

的
V、J
し
、合
：衆

國

全

體

，の
，
 

建

築

エ

が
0

様

の

紺

合

ゼ
.紺

織

し

、他

の

職

業
も
同

薇

：の
.
抒

動
«

出「

で
、*

後
^

ぁ

ら

ゆ

る
« •
•

*
 

0-
爲
k

共

M

交
換
銀
行
を
設
驾
す
，る

乙

ど
を
猶
街
し
た

。

:

,, 

パ
ア
メ
リ
力
人
の
場

■合
ズ
異

V̂
IV.

ィ
ッ
人
は

」

職
藥

©
:
相

#大
な

.

.
萃

部

.分

.：：
を

含

む

坐

產

域

問
 

姐

合

が
-®
々
滸
齪
せ
ら
れ
た

"
，ド
イ
ツ
家
具
ェ
の

.組
：合
：が
其
ニ

：. 

は」

犖
眞

.

八
百

：

名
の
中
四
百
五
十
名
の
赞
成
者
を
得
，て
紙
：織

' せ
,

れ
た
。，：
然
し
不
.幸

R

し
で
為
.れ
は
永 

續
.し
な
‘か
つ
气

之
ど
同
じ
性

*

の
a

合
が

M
知
も
若

^

轉
織
：せ

ら

核
^

失
敗

^
歸
す
る
か
、然
ら
ざ
れ

»'
鹽
時
小
成
功

‘を
收
め
、結
周
崩
壊
し

/2
,

で
、あ
ゆ
た
メ
而
し

—

. 

「

社
'會
改
革

•»
#」

は
1

ィ
ト

.リ
：
r
ダ
交
換
銀
行
の
鼓

.交
^

養
乎

S

約
：.

束i

を
實
：行
*
ず
し
セ
ニ 

<

35
:

©
年
八
ぬ
解
散
し
、，ヮ
ィ
ト
リ
ゾ
グ
も
間
も
無
；、
同
國
人

k

»
す
る

「

指
導
者
た
る

■地
位
を
：
 

.失

»

し
/た
。，
ニ
ュ

!

ヨ
ー
ク

^
於

.：て
：ド
ィ
ッ
^

の」

設
，立
せ
る
協
询
組
合
工
場

^

屯

.
_
|八
乘

4
- 

#

胤
，謂

^
存
績
せ
る
瑋
僅

;̂
,四
.つ
で

’其
他
の
都
市

R

は
パ
ク

r

^
'n
、:r—

^
ィ
.
H、シ
ゾ
财
ず

•
•>
.ィ、
.フ
ラ
、デ

\

フ
ィ

.ア
、
.ビ
ッ
い

.ツ
バ
:
f 

.
ク
を

.合
せ
て

%

つ
を
箅
し

'た
。

，

:

,1

般
れ
論
ず
れ
城
ァ

メ

ッ

，
勞
働
者
は
生
#

«
兩
«

合

麵

好

*
_金

有

じ
筇

蒙

た
。：

_

«
 

改
：革

象

又

は

询

じ

勞

»

'©
«
少

»
著

か

.ら

提

案

せ

ら
れ
、
K

糾
合
事
業

^
賛
成
の
決
議
を
爲
し
，
 

其
；組

織

を

言

.期
す

る

乙

€

蚀
ぁ
る
が
、實
K

R
第
業
に
着
平
す
る
條
は
方

o

て
1̂
«
貴
任

^
.IJ
1
. 

受
妨
、る
者
が
無
い
。
或
場
合

^

は
斯
る
事
業

^
稱

«

の
反

»

が
行
：は

れ

^
。
共
反
對
：の
一
部 

，.の
油
因
：は
：主

義
ド

關
し
、又
一
部
の
原
因
位
實
行

^

關
し

‘て
ゐ

-̂
.
而
し
て
或
場
合

 ̂

s

m
 

金
が
提
供
せ
ら
れ
て
ヰ
之
を
拒
絕
し
た
の

.で
あ
る
。
例
へ
ば
一
八
五
〇
年
ニ
ュ

I 

♦ヨ
1

ク
の

邻
ニ
*
ニ

卷

C.I

五
七
三
V 

. 

1
11
-
'九
#
.紀
中
龙
.I
t
於
け
る
ア
メ
リ
カ
嘮
働
碏
傲
運
働
史 

雜
f

l

m
八
：
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十
九
世
舶
小
葉
に
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け
る
ア
メ
”
ヵ
勞
働
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級
越
脑
史

 

第.

十
一
號
：

八
コ

,;
.
s
:
;
ネ
®

江
が
勞

;«
_

件
の
：
改
*

を
企
て
れ

■る
.時
、
一.
紳
士
が
協
同
組
合
.事
業
を
起
す
に
必
耍
な 

石

摩
金

0
:貨

;*
を

#
出
で
、叉
他
の
者
が
建
物
の
建
設
用
地
を
提
供
し
た
る

K

何
れ
も
共
屮
出

受

.拒

絕

ん

た

で

.ン

.
'
,ヮ
-'
.

H
、

'
-:
.;
::
' 

.
'

.

難

：^
代
太
都
：市
以
：外

k

於

本

は

^
語
_

民
.の
商
k
,

協
同
組
合
主
義
は
.多

く

の
：成
功
を
：收
；め
：
 

た
。，

0

處

^
於
て
は
資
本
傘
を
必
要
ビ
す
る
ミ

V」

少
く
又
之
を

m
傘
す
る
乙
ゼ
容
易
で
あ
：つ
 

た
か
ら
で
あ
る
。

職
業

»
狹
少

0

她
域

^
於
て
小
規
模
で
；あ

6
、組
合
，事

*

R
參
加
せ
る
势
働 

者
を
自
己
の

X
場

k

使
用

'し
得
る
比
率
が
大

ビ

な
ム

il
合
：員

R
し
て
他
：の
傭
主
の
下

k

®
る 

勞
幾

者
の
競

#
を
遮
斷

:1
>
得
る
か
ら
で
あ
る
。

\

フ
.
r 

n
.
1

の
裁
縫
工
の

.
W
件
は
其
®
例
で 

あ

っ：
て
、r

八

五

◦
.
年

ス
ト

ラ

ィ

キ

：

失
'敗
：後
^

,於
；：て
，協
_

組

合

は

百
. 0

八
'名
；：の
組
合
_俱

,

八
+

.̂

^
■
他

用

し

得

.

^
' 0
:

で
，あ
る
'
0

:
 

.

.

.レ

ノ

.

.
'

多
*

め
組
合
；は
移
民

.の
中
心

地

ょ
か
隔

'猶
レ
生

_

櫸
_

の
低
、
.度
、，得る

”是
等

.の
乂
々
の：競

#
. 

を
：受
：け

な

かO
r

た
.？
.
ア
メ
リ

"
力
-殊
b

來
部
諸

.鄭
艰
巧
對
す
释
多
量
の
移
民
は
傭
主
を
し
て
'低 

廉

S
る
勞

_

を
得
る

'
乙
d 
t

可
能
な
ら
し
め
、協
同
：

組
；；

合
.事
業
を
し
て
、他
の

.事
條
は
：總
て
顺
胸 

な
る
：
#

合

^
於
：.て
も
、移
民
，の
增

.加

k

此
例
し
て

•資
本
金
を
增

.加

す

る

,z
ハ
、己
t

不
可
能
な
：ら
し

.み

す
...；.、
 

. 

.

又
ニ
ュ
ー

♦
ョ

1

ク
以
外
化
於
，け
る
所
謂
勞

.
«者
生

'產

«-
合
；
'の
舞
数
は
小

.

本̂

寒

、
又

は®

立
' 

勞
働
者
の
協
同

«

合
ど

»

す
る

乙

ビ

を
適
：當
せ
し
た

;0
猶
ビ
夺
れ
ば

'是
等
，の
組
合
は

:#
:組
.合 

員
が
數
百
ド
ル
又
は
數
午
ド

\

を
_

出
し
农
ネ
の

'も
勘
く
な
か
：つ
^

0
ビ：
ッ
ッ
バ

i

ダ
の

0
. 

,鐵
エ
：の
ス
ト
ラ
ィ
キ
が
失
敗
せ
る
時
職
エ
全
體

'が
協
同
エ
場
の
：設
：立
.を
.
#
:議
し
た
が
、何
等
成 

m

を
得
な
か
つ
た
。
然
る

m

十
數
名
の
ス
ト
一
フ
メ
キ

«

エ
；は

„

丨
リ
シ

.
ダ
^

*

&、各
、自
三 

千
す
：ル
を
投
じ

.て
エ
場
を
設
立
し
、他

0
小
數
考
は
一

.一
萬
：五

^

ド
.
.ダン
©
:：資
本

|を
萬
集
し
、ォ
；̂
ィ 

ォ
ー
州
ス
ト
ィ
べ
ン
ビ

I

ル
：
の
町
民
：は
：其

地

^

エ
’等
起
か
せ
や
ぅ
ど
し

'そ
同
顧
の
：獎

»

金
. 

を
與
へ
た
。
激

.三
の
前
ょ
ぅ
も

#

«

|の
‘
一
»

f
卜
'̂

^/
キ
職
エ
凡
そ
瓦
名

'ょ
ム
成
る
も
の
は



べ 

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
：シ
ャ
ロ

 

\

R
總
額
十
翦
ド

'
が
のl

資
本
佘
を
，以
て
協
同
組
合
工
場
を
，設
立 

し
た
。
斯
く
て
數
年
問

R
'勞
：働
考
が
數

'
.瓦
ド
グ
を

.® 1
蓄
し
得
る

.事

.實
は

—

#
人
ヾ」

*
力
せ 

ず

‘じ
て
獨
カ
を
以
て
向
ら

*

業
主
た
る
こ

V
J

を
得
る
人
で
あ
る

' 
Z

ビ
を
示
し
て
ゐ
る

。

1 

協
同
組
合

.運

動

を承
！
！

せ

ざ
る

*
ヰ

有
力
な
る
.原
因
は
資
本

“の
映

^
.で
あ
る

9
:有
效
，な
る

. 

作
用
を
發
揮
す
る
爲
代
は
：、瑕

^

器
具
を

*
.入
し
工
場
の
賃
料
を
支

.辨
す
る
の
み
以
上
の
"資
本

第U

十
一一

卷

(

1
弈
七
21
;

>
浓
ヤ
九
世
.紀
：屮
橥
に

：

於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
'勢
働
階
級
運
励
史
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八四

金
が
必
要
贤
あ
る
。

;:
'
協同ま合は太量入して市場

'の
利
を

*

め
、同

.時

^

乎
許

g

ft
荷 

が
#

蹵
莎

る
*

ui
l
者
を
«

»

け
.る

M .

、る

種
類
ヾ」

數
#

を
有
す
る

Z
ヾ

」

が
肝
要
で
あ

る
。，

ff
i
 

■C
D
.
.原
.

M
は
.事
務

.の

.才
能

'を

a
*
.す
る
，
^

で
あ
る
。

.
ホレ

.一

ス：•

ク
.リ：-—

•

リ

!

の
' 
知
.き
人
物

.：で
' 

4

不
斷
狀
勞
：働
者
の
指
導
化

.當
る
乙

v
j

は
出
來
な
か

P
た
：斤，協
同
組
合
，は
最

名

有
：利
有
望
な 

石
購
買
者
を
惹
著
け
る
貨
物
の
流
行

R
缠

合

.t
る
雜

興
及
び

.練
達
を
有
む
な

9
 

:

一 

,

ハ又極めて頻

»

^
»

合員間

R

於
け
る
木
班
が
行
は
れ
セ
。
ド
ィ

.
ッ
'

4寒
具
エ

.が
協
：同

« 

合
を
設
立
す
る

K

常
つ
て
家
庭

^
於
て
作
業
を
完
成
す

S-
乙
一
€

を
' 許
容
す

' る
.や
否
や
が

®!
® 

€. 

S

つ
^
祷
、不
斷
の

.濫
督
不
可
徙
の
故
を

»

て
拒
絕
：せ
ら
れ
た

.0
猶
ほ
：
.俯
，主

#
»
ず
る
手
段 

Tt
:ょe

て
協
同
組
合
の
普
及
が
斯
业
せ
ら
れ
た
ミ
ど
，
あ
る
。、
侧

.へ
ば
此
運
動
の
■生
腦
考
釦 

•■
«

長
又
は
職

X

長
k

别

il
:
妙
た
石
：爲

K
、傭
主
へ

ビ

卿
^

^
一：
致
す
る

“
乙

ヾ

」

^
.
:
«つ
た
如
さ
之
.で 

:f
c
.
V
0
O
.

協
同
組
合
が
失
：敗
し
た
る
他
原
：因
は

.雄

#

#
保
議

hな
へ
か
々
し
乙

ビ

で
あ
る
。

1

« 

#

會

11
:

.&
が

_

定

ぜ

ら

れ

ざ

6

し
時
代
な
る
ー
：が

故

^
、協
同
：
»

合
は
立
法
郝

4

4
特
許

^

を
受

「

け
^

く
て
は
な
ら
な
か
つ
た

,0
然
ら

.
ざ
れ
ば
：全

«

合
；
9

偾
務
：
^

對
.し
.：て。各
組
合
員

.
は
個

.
人
？

' 

:
; 

.
.
 

.
 

.

'

.—— 

」

•L
て
貴
任
を
有
す
故
の
で
あ
つ
た
。
而
し
，て
最
後

k
r信
#

Q
:

勢
力
が
；勞
：働
"者
：の
協
同
；»

合
反

卿
抝
齎
さ
れ
た
。

力
ソ
メ
ッ
ク
敎
信
鮮
は

‘
斯
'ふ
'
紙
：合
の

i

© :
ば
r

_

«

*
r

步」
P

ぁ
ン
る 

ど
し
て

.
反
對
し
汔
。
此

S

於
て
は
新
敎
徙

4

大
同
小
異
の
見
解
を

.執
'

C

た
^

c
o
m
m
o
n
s
,
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述
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三

の
實

例
ば
.生_

者
協

同
組

合
運
：®

S

命
を
示
,
も
•
で

霞

0
多
太 

の
成
功
が
、特

R

テ

(

丨.

ィ
^ .

グ
ラ
ン
ド
は
於
て
惮
费
蕃
條

_

組
合
即
ち
分
：
|«

解
同

.

親
合
^
ょ 

o,
'
抵
收
め

.ら

れ

た

此

«

の
組
合
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1指
#
.す
' ふ
名
辭
ゅ
ー
般
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フ
f

リ

.

エ
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A
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M

り
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ユ
,

I
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ョ
ー
ク
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年 it. 

k
刈
ス
者
三

Tr
l
名
を
：
^

た
.が
、一.

八
.五
.

0年
の

■
ヶ
年
ド
於
け

.る

.

*

f̂t
献

.は

-
1
.
1
九

^

1̂
, 

k

J^
ぎ
な
か

' つ
^

货
し
一

1

却
後

k
,灰
て
は

丁
年

■の
質

^

總
：额
は
殆
ん
ぞ
三

®

A
千

K

/¥
0 

達
し
た
。：
之
は
二
ュ
ト

.ィ

^
.グ
ラ
：ゾ；ド
以
外
で
最
杰
成
功
し
た
航
合

^
あ
.る
.玛
此
外

1
1
> 

!
 

ョ，
I 
ク 

k
 
は
®

濟
的

3s
»

»

#」(

E
c
o
n
9
m
i
c 

E
x
c
h
a
n
g
e

 

A
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s
o
c
i
a
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i
o
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氏

「

協
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]
:
.
:
勞
働
聯

ff
i
i
j 

(
e
o
-
o
p
e
r
a
t
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h 

L
&
名r

:
L
e
a
g
s
3
v

が
ぁ
つ
作
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後
者
：は

貨

物

職

入

K

入
會
金
の
へ
徵
：#

を

な

^
重

：

第
二
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二
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第

十.

1

號

A
六

帳
'vj 
‘
#

.«

.

證

を

購

A
.
す

，る
•爲

k

僅
一
一
十
五
セ
シ
ト
を
预
.託

せ

し

む

る
.の
み
，
で
あ
つ
た

が
、勞
働 

考
の
援
助
を
：受
け
な
か
つ
た
の

.で
あ

4

。ン

‘こ
；

.
1
1

ュ
.！
ィ
ブ
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地

k

於

.て
分
配
協
同
組
合
の
主

.義
が

.勢
力

V
J得
な
か
つ
た 

乙V
:

は

1' 

見
不
可
解
で
あ
る

か:

も

知
れ
ぬ
。
.
:
,併
し
，そ
れ

R.
ば
理

tt
l

が
■あ
る
。
筋
一
人
道
主

，
_ 

の
.：

中

心

は

ア

メ

：
リ
：
カ

合

衆

_
,^:
於
て
は
ニ 

土 

!
ィ
ン
，グ
ー
ス
ン
ド
で
あ

.つ

.

.た
。
第

.一
一
、-—
*
.
八
四
ー
ニ 

苹

及

，
び

M

八

四

：
四

铝

吹

賃

銀

墙

«

の
：
ー

般_

動

：
は

」

ー

一

丨|
•ィ
，ン

.ダ
ラ
：ン

1'
に
於
て
は
失
敗

1,
:，
 

其
他
の
地

^

於
て
は

.成
禅
し
た

Q 

•
失
敗
：
^

加
ふ
る
に
婦
人
勞
働
者
の
勞
働
狀
態
の
不
滿

M 

な
を
じ

"
こ
ギ
は
、人

.遒
丢
義
運
膚

.

盛̂
_

'
ら
し

'

.

.

^

の
計

*

を
：
.
 

援
助
せ
ん

ノ
レ
ず
る
上

^

流
.入

^

を
增

'加
せ
し
め
た
。
而
し
て

.
ニ
ユ

I
•
ィ

ン

グラゾド̂
於け
 

る
保

®.
組
.合

の
成

功

は

.»
:

«

.の
勞
働
運

»

の
失
敗
又
は
除

.外
を

*

味
じ
た

.。
坐

_

考
«

合
，も
：
 

土
地

.：改
凝
も
多
數
の

®

成
者

t

見
.：出
：さ
な

_が

9

た
-

o
併
し
乍
ら

.十
時
：間

.勞
：働

法

球

動
'の
.み
は

-
.
 

何
れ

.の
地
け
於
け
る
ょ

6

も
强
へ
太
で
あ
つ

/2
。

,
反
之
、歡
築
組
合
は
一

.時
非

^

^V

成

功

：

し
：：

後

。

一

八'
 
五

〇

年

の

像

华
^

於
.て

總

て
§
,

«部
：諸
'
 

都

-
市
R

之
5:
.
見

ざ

る
ビ
乙

ろ

殆

んV

無

く
、多
數

の
.勞
：働
：者
：'が

加

入

しH

:
建

築

龃

合

の

發

起

者
；力
土
地
投
機
者
の
自
的
を
打

.破

せ

£

€

し
た
る
，手
段
其
物
が
、却
つ
て
：後
者
の
力
を
增
加
せ 

し
む
る
こ
、匕
ど
な
つ
た
。
家
屋
を
所
有
せ

/L
V
Jす
る
感
情
の
發
達
は
、都
市
住
民
の
利
用
す
る 

土
地

^

斷
す
る
需
要
を
增
加

.せ
，し
め
た
。

而
し
て
投
機
者
自
ら
地
：區
；を
.定

め

、
廣

银

を

利

用

：'
し 

て
f

同

組

合VJ,1H.

樣
.の
便
益
を
猫
供
す
る
が
如
き
觀

t

與

ハ

た
f

事
實

fe
一
 
於
て

.

«

_組
.合
運 

動

ビ

土
地
改
革
運
動
せ
は
相
互
：

^
相
容
れ
：ぬ
も

■

あ
、
9

て
、
®

者

^

は
'大
聚

k
家
庭

^

所
：有 

せ
し
む
る
以
外
に
共
通

0
事
項
が
無
，か
つ
た
。
前

.者

：
ば

：後

考

の

主

義

化

.賛

成

す
.る

乙 

< 決

し
 

て

無

く

後

者

は.訢
■者

を

土

地

投■«
の

學

化

せ

る

形]®
.
?思
、_惟

：
す

：る
：
が
.：
故

；
垮

之

を

：

_

議

：
し

た0ぃ 

1.

八

瓦

，
ニ

年'
 
の

後

半
-代

於

て

物.價

騰

貴

し

た

る.爲

：
め

建

築

：
：組
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力
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せ

た

。；
 

勞
働
者
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拂
を
繼
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ず
る
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出
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せ
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資
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。
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年
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築
組
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組
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組

合
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又
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代
ふ
る
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#
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逢
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鐵
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飯
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拂
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參
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；
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滎
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が
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.
は
.勞
働

I

續

f

 

t
 

?

ぁ

|

。
蚤
れ
は

.
別
ゼ
し

‘て
.
避
等
の

3
 

h

•ラ
^;
虎
の
多
ぐ
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た
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ス
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ラ
ィ
キ
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ス
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ク
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;^
ル
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^
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對
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あ
ネ
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^
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あ
る
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し
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常

k

勞
働
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の
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方
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す
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組
合
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。
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組
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.
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蹤
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組

合
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合
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質
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る
も
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あ
つ
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し
乍
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濟
組
合

^
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他
質
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副
た
る
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代
過
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な
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乎
の
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合
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給
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の
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狀
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ら
れ
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合
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。
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i
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ぐ

"共
»
組
合
の
加

-入
者
た
る

.
乙VJ 
k

許
さ
，
ft
.組
合

•の
政
策

k
非
常

.な
る
勢
力
を
及

ぼ
す
乙 

W
.

が
、出
來
た
タ

：：

而
し

*
勞
.働
：.紙
合

_
.動

が

開

：
始

牵

炅
さ
凡
ど
試
み
た
の
で
あ
つ
れ
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彼
等
は
時

^

此
方
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於
て
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目
的
を
成
就
し
た
。
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.
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ョ
丨
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の
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エ
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護
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合
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せ

'
/L
が
i爲

R
'集
會
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.
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異
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銀
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キ
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行
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染
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^

共
濟
組

'令
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1
1
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來
る
組
合
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組
織
す
る
^
止
め
し
め
た
こ
ど
が
あ
つ
た

'0 

■

共
濟
組
合
の
或
も
の
は
其
如

.入
者
が
別

.個
の
勞

.働
'紙
合
を
；組
織
せ

る

k

依
然
ぐ
し
し
て
舊
來 

の
刚
體

ビ
'レ
て

存
續
し

、

又
或
も

の

は

其
'組
論
ゼ
變

BI
し
て
努
働
組

.合

の

性

質

を

帶

：ぶ
る
：.
乙ど
.

ど
な

-

、觅

^

或
.も
.
の
は

‘
率
先
し
て
新
蓮

'
動
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：指
導
者

e

な
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た
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丨
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ァ
メ
リ
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力
人
裁
縫
エ
組
合
及
び

「

孩
エ
共
：濟
組
合

.

j.cBenevo

rrnt. Society 

o
f

o
e
,
e
r
a
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e _

S
Q
n
s
J

は
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初
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場
合
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し
て

©

4
 而

む
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t
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製
造
者
合

同

組
合
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a
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0
£ Manufacturing Jewelers〕 
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第
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の
場
合
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し
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居
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” 

r

八
五

-
0铝
の
始
以

'來
.势
働
園

®
ボ
し
て

.
'は
*
濟
組
合
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保
擊
組
合

^

ち
^

謂
勞
儆
組
合

y
j

の
兩
者
が
存
立

.
b
、後
；者
は
前
者
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ぅ

名

y
w

ff
i

J5
JM
せ
ら

' 

わ
、煉
瓦

H

の
組
合
の
如

&

は
加
入

‘者
增
加
の
手
段
ギ
し
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^

»濟
：：組

^

結

；
合

，
：
し

た
：：

乙

e

が

：
あ

る
o

又
.

*
來
の
，共
濟
組
合
が
全
然
改
造
せ
ら
れ
た
る
實
例
は
製

a

ェ

；
組

.
，
合
の
，
馬
子
部

R

之
を 

见
る
の

.
で
あ
っ
て
、印
刷

H

及
び

‘裁
縫

H

の
場
合
も
亦
之

^

適
合
し
て
ゐ
る
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勞
働
組
合
を
組
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す
る
第
ー
の
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目
は
同
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業

^

從
事
せ
，る
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；叙
：合
し
各
，

N

の
支
給
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ら
れ
る
R

銀
額
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決
定
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貌
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貴
^

適
應
走
务
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賃
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し
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^
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組
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扣
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鈒
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四
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八
十
ド
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1(

日
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十
一
へ
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腫
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1

週
七
日
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勞

«

に
：»

文
る

'
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あ
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猶
刊
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搞
顧
客
^

對
す
る
_

_

準.

價
格
が

.：

存
在
し
^

い
の
で
ぁ

0 , 

Z
O
'

! ..

'
ー
\

五
0

年 

一一-

r
*
 
p
 

I

ク
印
刷
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組
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_
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0
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計
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^
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'
て
.
組
：.：裔
は
委
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翁
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萆
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^
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る
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紀
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而
芯
セ
此
福
會
蚤
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初
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る
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一
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^
ラ

P
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ョ
ー
ク
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築
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つ
た
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始
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產
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應
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賃
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：受〜
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總
て

ス
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タ

4
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敢
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す
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產
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築
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銀
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落
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る
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割

合I
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あ
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合
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o
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し
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k

ょ
A
V最

低

賃

龈
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た
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；
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.：萵
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戈
劃
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す
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*
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ン
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エ
狀
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ッ
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填
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t

x
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%

見
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.，■

飾
：

H

 

k
之
を
見
る
：の
で
あ
る
タ

.

.個
數

»

銀
率

^
以
：て
：賃
鈒
が
支
输
せ
も
る 

る

場

令

れ

於

て

i
同
様
の
.
一
般
規
則
が
施
行
せ
ら
れ
た
。

「

は

.ュ
！
ョ
-

1
ク
綴
；刻

i

保
_

組
合

」

s
a
r
v

免

protective 

U
n
i
o
n

 of N
e
w

 

Y
o
r
k
)

は「

本
組
合

0 
0

的
.は
日
'定
又
以

-M

定
•勞
興
^
»
す
る

. 

. 

'
. 

•
'
. 

.

乱
行
實
鈒

t

 

ニ
，H r

ハ
I
 
.セ
ゾ
ト
增
加

-'
b

、册
率

5:
一
 

切
の
^

エ
k

適
用
：せ
.L
ひ

?

;̂

あ
<
^」

ゼ：
*
 

5
、

個
救
賃
銀
.率

に

就

て
は
各
個
の
彫
刻
エ
ー
が
之

-5
:
決
^

せ
ず
、同
：療
ど
し
；̂
3:
:、場
勞
働
代
從
寒 

¥

る.

彫
刻

H

を
刹
泠
し
、個.

擻
賃
鈒
率
を
旅
定
す
る
委

'
員.

會.

を
：組
：織
す

•

%

し

V
J

主
'
張
e

た
’。
併 

し.
H',.
. 

n
fr
M J
M ,
a_

J

.
の'

.
■«

合
1 ^

.M.

て.
，は
务
員

.

.#
R
"
#

ず
^

て.

組.

：#
*H

E,.  ,

t

が
：斯
ー
.§

.賃.

銀
'
率
を

.«

定.

し
鸯
勞

_

者
に
雄
用
す
る
の
で
あ
つ
た

>
:
.

.

:

.

'

, 

.

—

，
.，
：
：

：
■

, 

: 

,

.
:.
'
,

■ 

:

:'

. 
+ 

. 

: 

: 

*

賃
銀
率
決

.定
の
問
題
ど
密
接

k
'fi
i

聯
せ
る
は

»

«
变
柳
の
時
期
及
び

■.方
：法
で
あ
る
。
ド
ィ 

ッ
人
鍛
治

H

及
び
苹
輛

r

は
週
柳

k
.あ
ら
ざ
れ

' ば
勞
.備
せ
ず

^
'柳
を
以
て
長
時
：間
勢
働
す
，る 

渚
を
：組
合
ょ

6
除
名
す
冬
乙
士
を
宣

.
«し
た

o
へ
テ
V

!
与

I

タ
の
，和
刷

11
:
:
:
_
合
は
：、西
部

0

«
 

*

#
落
せ
る
手
形
を
額
面
價
：値

.を
以
て
受
澉
る

乙

ど
を
强

,®
J

‘し
、何
物
を

.德

贸

し

.#
る
や

.全
；
#
: 

f
一f 
ニ f

:2
;2
1
;处
^

筇
卞
汍
盤
：ゆ

S

-
妙
る
ァ
ぶ
功
勢
働
擗
級
.器

-

g. 

部
-

N

號r 

0
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看

C
1

衣
八
六
.

)

第
十
九
世
紀
中
歡.に.於

げ

シ

ァ

.
メ
デ
か
勞

働

斷敬
：跛
勦
典

第
十1

狨

¥

«
定
な
名
賃
銀
の
支
#
を
安
偕
エ 

め
へ
問

;®
は
ボ
ス

h

ン

の

傘

縫

工

.の

經 

て
.個

：擻

賃«

め
支
挪
奶
方
っ
て
割

 ̂

キ
を
な
し
た

乙

ど
3
.へ
あ
つ
た

。
■

.

勞

：
働

組

合

が

德

顧

，
せ

.ら

れ

、I

般

的 

ら

る
.
れ

ば
#

-»
# ,
が

，任

命

せ

ら

れ

て
 

承
認
す
る

俯

圭

の
©

k

努
働

し
、之
を 

1

ノJ

は
職
翁
全
牆

^

百

ー

る

ス

.
ト

ラ

ィ

 

'
キ 

な
ぞ

る

m働
.
者
は
他
の
象
働

0 
J 

A
y 

情
ス
ト
ラ
，イ.キ
の
擧
た

出
，た

乙

ぐ

」

も

場

k

於 

驗
し
た 

を
敢
て

方
法
を 

個

々

.
の 

拒
«
す 

: R

非
.ず 

援
，助

を 

あ
o '

た 

を
.
S
じ

受 し る 傭 以 す ミ て

る こ 行  

く ろ ひ .
ど で つ

V

J

製
靴

H

が
支
持
.し

て

ス
ト
ラ

’

ィ
キ

t

S
じ
た 

ラ

.ィ

キ
を
囘
避

す

る
爲
或
種
，

の

勞
働

組
合
に 

ビ
が
あ
る
。
彫
刻
.エ
及

^

印
_

 y

 

R

於
て
之
を 

之
^

ょ
6

全
組
合
の
千
纱
な

く
し

Zし
平
»

の
裡

k

解
決

て
一

傭
主

てH

 
付
る

-.F

八
逋 

る
ば

_
* 

於
て
は 

見
出
す

の 場 ’ k 對 職

の エ ー 〇 で ス 對 し 業 で あ つ  

で 場 例 格 あ ト て 全 あ る あ
る

乙

ぐし
を
，見
出
■し
^

。

尙

ほ-

他..

が
補
：穿

^

怯
：事

&

惡
^
'故
.を
雜 

る
.。
、
彼

等

は

此

爲

R

_ス
卜

ラ
、ィ

體
ー
^

對
.す
る
賃
銀
率
が
決
定
せ 

此
賃
銀
率

<の

承

觀

を

求

、め
之
を 

で
.は」

ス
ト
一
ス
ン
イ
キ
を
宣
言
す

.

.る< 

ラ
イ
キ
で
あ

◊

、ス
ト

1ス
イ
キ
を 

つ
介
。：而
し
で
或
場
合
^
は
同 

十

I

 

.月

.裁
縫
エ
.の
ス
ト

ラ，
イ
キ 

あ
ら
た

.‘。':
'
.併
：し

作

ら
.又
.ス.

ト
ン 

想
洽
の
組
織
を
許
容
：す
：名

乙 

ぁ
つ
て
多

ぐ

の
小
な
る
相
違
は 

る
w

考
，へ，
.
ら
れ
た
。

而
；し
て

或
一

別 で

傭

主
は
勞
働
紙

.
.#
k

對
す
各 

の：
.ど
信
ぜ
ら
れ
た
。

%
此

輝

.
'
の
紙
合

^

對
し
て
小

|/
1
1題
を
附
識
す
る
を
'好
：{/
も

殆

/t
ず
總
て
：の
.勞
働
組

：

合
は
ス
ト
ラ
ィ
キ
給

#

を
用
窝
じ
.た
。

ド
ィ
ッ
人
鍛
冶
エ
‘及
び
取 

輛
H

ff
l
合

^
於

て

毛

彫

刻

X
組

合

k
於
て
も
，
る
場
合
の
規
定
が
あ
卞
、後
者

k
於
て
は
每

« 

四
’：
ド\

を
給
付
せ
ら
れ

.る

.
0
或

*

の

組
^
:例

”へ
ば
馬
；
.；

塗
.本

及

は

、
未 

婚「

者
f

旣
婚
者
の
間

，代
給
：付

«

を

磾

別

し

、
前

者
»

未
.婚

：：者

：

「

釋

ニ

：
ド
：
ル
、
®

‘
*

者

三

ド

ダ
ど
決

寒
し
な
。」

何
ほ

'
或
種
の
組
会
、例
，

'
へ.

ば
：.

解
金
±
.

及
：

.

び
»

;«
'
エ.

の
組
：合

:̂
.

於
冗

'
は
、_

族
ー
ド
對
し
て

; 

■ 
- 

:
 

,
 

- ■ 
■ 

■ •
 

■

も
給

^

を
行
つ
て
ゐ

;^
。

普
通

"
の
.場
合

^

ス；
ト
ネ
ィ
キ
職
工
が
'_ス
ト
ラ
ィ
キ
給
付
を
支
給
せ

.
' 

* 

• 

, 

■

. 

. 

，
 

• 

'

W

I

X :

組

倉

加

入

せ

し

期
|

盡

す

る
乙

ど

は

，無

い

。

併

し

乍

6

汽
罐
霖
鄭
エ 

保
，
_
.

細
合

に

：

於
，
て
は
、給

付

資

格Y

し
て
加
入
後
六
ヶ
月
以
上
經
過
せ
る
：

i

'
v

を
：
#
:®
し 

た
:0

.-

■
:

- 

1

• 

- 

• 

-. 

'  

: 

ス
ト
ラ
ィ
キ
職'
H

#

R

:®
r

k.

入

市
せ
：る
職
へ
エ
の
爲
め.

就
業
を
確
保

'
せ
■
ん

が

爲
k

、種
々
：の
職
：
 

業
k

於
ノ
て
はP
A

F

又
は
職
_

釋
介
所
が
設
立
せ

.

ら
れ

.

た
。
而
し
て
此
制
度
を
設
け
た

.5

嚆 

矢
は
：恐
ら
ぐ

.̂

ン
燒

1[
:
.

の
»

合
，で
&

つ
：
な

で

あ

ら

ぅ
.0

彼
等
の
紹
介.

所-
'
は「

就
'
業
せ
ざ
る
：：總
士

節
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一

十

ニ

街

(
一

五
八
七〕

奶
十
九
世
紀
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*
紫
|:
於
け
る
ァ
メ
リ
力
勞
働
附
級
運
動
史 
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(

一
五
八
八)

笫
十
：
.A

世

紀

中

粥

に

：於

け

石
ア
メ
⑴.
力
#

働

階

級
.運

動

史
. 

笫

ヤ
. 
一：
0
 

九
六

0

職

11
*
'の
姓
名

^

登
錄
し
、勞
備
者
を
：耍
求
す
る

.傭
主
が
难
訪
す
る
場
所」

で

あ

つ

た

':
0

而
じ
て 

#
息

.能
力
を

’测
定
し
賃
；鈒

«

%
決
笼
せ
ち
れ
る
の
で
あ
る
。，
右
の
組
合
は

■.恐
，
ぐ
此

.制

.搜
：
 

を

ス

，コ

ッ

ト

ラ

ゾ
-R
.A
か

ら

»

た
の

.
_
あ
ら
飞

.*
蓋
し

.常
時
此
組
合

の

最
大
の
有
力
者
は
ス

d
'.
, 

ホ

ラ

V

ド
人
バ

I

ラ
.
A (B

e
r
h
a
m
)
.

 V
J

言
ひ
、組
合
員

^

スコットランド

^

於
け
る
此
、制
度
の 

.刺
益
を
指
摘
し

•
て
：Q
る
‘ 

?

ぁ
っ
佗

0

雜
合
は

«
介
業
や
爲
祁
年
三
百

.

.ド\

の
、
會

_

室

を

賃
 

借
し
、日
啦
何
脾
で
も

.執
務
し
た

o
' 
-ニ ;

干
！
，ョ

I

クの新即は廣告を̂載して燒粱者 

^

利
用
せ
ん

Z

ど
を
促
し
疗

?
:
,燦

*

11
:

及
び
迕
官
の

«
合
も

「

同
様
の
紹
介
所
を
歡

it
L
他
：の：
 

職
業

.
k
於

.て
は

#

別
の
：就
業
委
員
が

.任
：命
せ
ら
れ
求
纖
求
人

k

力
を
な
し

.た
。：
又
！

1
〗*

の：
 

海
傲
の
爲
仅
投
書
商

V
J備

#

け
る

.
乙

€

も

考
案
せ

.
0
れ
た

'。
•
ダ
リ

I 

 ̂

I 
.及

び

他

の

人

々
は 

總
て
の
種
類
の
職
業
の
爲

k

す
る
：職
業
，紹
介
所
を
設
德
す
る
：爲

兑

奔

幸

し

^

つ：あ
り
た
。

グ 

ゾ

i

 

I

は
特

A
市
立
：
■

て
し

^

し
之
が
失
敗
せ

^
時
は
總
で

S
-

職
業
が
奇
同
し
て
家
屋 

を
逾
築
し
總
て
の
勞
働
組
合
の
集
會
た
ら
し
め

一
具
^

職
寒

^

介
双

^

ら
し
め
：ん

Z
 

$
を

|®
!
つ
 

.核
。

；：

.

勞
働
紺
合
の
：駔
難
者
は
其
當
初

k

於
で
勞

«

組
合
を
マ
輝

_の
海

»:
及
：
^
行
政
圓
體

/5
ら
し

め
且
つ
組
合
員
だ
る
ミ
非
組
命
嵐
样
る
の

_

別
無
(̂

離
钱
—

業
參

_

#

其
：指
_

办
下
JC

あ
&
 

じ
め
ん

4

欲
し
た
。

',

併
，し

f

非
組
、合

.

員
間
の

'
®

同
の
_

如
及
び
少
及
び
：雲

練

S

る..新 

來
'.
の
移

.

民
を
從
■
事.

せ
^

U

る.

傭
主
^

惯
習
^j

は
»

の
如
を
希

«

の
：
無

課

•
取

る
乙

e'
5r
iJ
/
J
,はじ

' 

た
：％

移

民

の

莫

大

な

る

爾

加

^

伴

ひ

勞

働

著

縣
^

取
#.

ん

ヒ

す

る
：：：

目

；
的

，

^

各

種
^

移
：民
の
機 

關
が
#

興
し
/2
.>
:
.

而
し
て
之
を
猶
止
せ
ん
が

'
爲
知
各
遍

^

勞
'
働_
®̂

^
^
^
^
^

る
手
段

'を
講
じ
た
。

,
一.
八
五
〇
無
因
月
指
物
エ

^

組
：合
：

^

#
段

•
宿
舍

^

JW
卿
を
し
て
十
分 

な
る

.賃

.銀
，を

#
•，亡

ぐ
、又
他
の

勞

働

者
.ミ
«

突
.

茶
る

'爲
：
^
赴

;̂
べ
き

±

地
を
指
示

ir
る
決
議
へ 

を

^

決
し

ft
。
'
.而
し
て

.將
來
：
.何
時

.か
同
様

'の
廣

*
:を
：ド

^:
ッ
©
.
_要
新
聞

'
^
,送る
ノ
べ

S

動
議

を
•業

擇

し
た
。
前

量

,

技
る
職
業
紹
介
所
は
：又
本
來
移
民

0
用
は

.充
：无
.る
爲

B

も
設
；立 

せ
ら
れ
た
の

.
•で
あ

'
.る

:0- 

^
 

:'
,■

;
>
•

1

八.

五

0

年
以
f i
u

K

於
で
徒
弟

! :

規

.#
1 ;
®

爲
}«
«

業
'
組
合
が
自
：ら«

,
_
.

し
依

乙

ミ
ぱ
曹 

が
無
：

S

 

S

め
で.

あ

る

。
，
，
個

々

、

.

の
職
業
：團
體.

又.

味
證
顧...組

： .

奔
が
、間
も
無
：

.

ぐ
貧
：困
レ
て
不
用
：意
：
 

な
获
勞
働

‘
者
^

對
L
 

^

自
家
防
衛
；
©

串
段
を
議
じ
、多

<-,_

め
場
合
に
於
て
常
該
«
業
汶
於
け
备 

勞
働
者

.

：の
數
を
制
限
し
た
。
，

.

斯
る

'
手

段
釦

最
* .

に

執

つ
^

者
の

‘

唞
R

印
刷
工
が
ぁ
る
,

で
找

第
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十
二
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2
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八九〕
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H
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リ
力
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働
碑
敬
迪
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典
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f
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二
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ー
其
'九
0)

.

渗
中
九
#
紀
ボ
葉̂
於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
.勞
樹
階
觀'跞鞔
逛

-
,
-
.

笫
£

_
 

4
A 

g

七
铝
、パ

y
タ
ィ

.
モ
ァ

ー

の
瘐
脱
芙
雜
合
に
於
て
は
徙
弟
數
を
職
：エ
三
人
に
付

.

,
一.人
の
制 

岭
制
限

し

、

次
，で
一
八
五

0
年

-
;§
:、何
處
に
於
て

%
徙
弟
數

»:
.四
人

’に
制
限
し
た
。
之
は
或
低 

廉
奪

6'
印
刷
所
ほ
於
：て
«

年
灰

謂

»

寒
職
エ

‘の
み

？:
:
0

用
す

’る
-

止
：：

す
.る
代

'あ
：.0'
炫
，
 

ニ
 

A 

fョ
I

ダ
：̂

印
'置

は

；間
'.
%無
れ

.所
謂

「

鼠」

0

榄
行
に
ょ
つ
て
截
賴
ざ
が

.る「

：.霉
#

を

S

B
 

す
る

i

せ
を
企

.尤；刺

#

0
鲒
果
、勞

«
.者

£
,非
#

な
：る
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